北海道港湾データ提供シート（例）
	港名
	小樽港　第3号ふ頭


	団体等名
	小樽市

	所属
	産業港湾部 港湾室　管理課
	担当者
	小樽　太郎

	ＴＥＬ
	0134-00-0000
	ＦＡＸ
	0134-00-0000

	E-mail
	abc-def@city.otaru.hokkaido.jp


係留施設（Capacity）

	長さ（Length）
	194m

	水深（Water Depth）
	10m

	幅（Apron Width）
	15m

	潮位（Tidal Range）
	0.5m


受入態勢（Services）
	入港セレモニー（Welcome Ceremony）
	花束と記念の贈呈/市長からの歓迎挨拶

	日本文化（Introducing Japanese Culture）
	YOSAKOIソーラン演舞/小樽潮太鼓打演

	観光案内所・両替所（Tourist Information Center,
Currency Exchange）
	常設はしていませんが、設置の要望により設置可能

	シャトルバス（Shuttle Bus Services）
	最寄りの観光地・JR小樽駅が近いのでシャトルバスは非運行


	港の紹介
（概要）

（100文字迄）
	小樽港は、北緯43度12分9秒、東経141度0分47秒に位置しています。本港は、石狩炭田の開発に伴い、石炭の積出港として整備され、1899年の開港とともに外国貿易港に指定され、1997年で100周年を迎え、北海道の物流拠点として重要な役割を果たしています。


	観光全般情報
（500文字迄）
	小樽運河

夕暮れ時にはガス燈にあかりが灯り、運河沿いの歴史的建造物の倉庫群もライトアップされ、レトロでロマンチックなスポット。 

堺町通り

ガラス製品や菓子店などが並ぶ有名な買い物通りです。いつでも多くが観光旅行が買い物を楽しんでいます。
メルヘン交差点

小樽オルゴール堂前の観光客が行き交う賑やかな交差点の広場です。高さ５ｍのカナダ製の蒸気時計がノスタルジックな時を刻む、ガラス工芸ショップや土産品店などが並ぶショッピングストリートになっています。
祝津岬

北海道最大の水族館があり、高台には日和山灯台、かつてニシン漁が盛んだった頃の「鰊御殿」などがあります
天狗山ロープーウェイ
山頂から眺望する小樽市内の風景はとでも素晴らしいです。また、夏期は夜景シャトルバスが運行しています。

	観光画像
	最大　４
	点
	タイトル①
	堺町通り

	
	
	
	タイトル②
	メルヘン交差点

	
	
	
	タイトル③
	祝津岬

	
	
	
	タイトル④
	夜景（天狗山）

	ピックアップ
観光情報

（300文字迄）
	運河に面して軒を連ねる石造りの倉庫は小樽のシンボルとなっています。また、多くの歴史的建造物があり、異国情緒あふれる歴史とロマンの街で、かつてニシン漁で栄えたこの街は、北海道経済の中心地でもありました。金融機関も小樽に集中し、一時は北の「ウオール街」と呼ばれるほど栄華を極めました。当時の面影を残す「商都・小樽」をゆっくり観て下さい。きっと、どこか懐かしい気分に浸れるはずです。

	観光画像
	１
	点
	タイトル①
	小樽運河

	港湾写真
	１
	点
	

	交通アクセス情報

（200文字迄）
	JR線「新千歳空港駅から小樽駅」72分

JR線「小樽駅」下車徒歩、約15分（タクシー470円）


